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陸揚および積込設備について
Unloaders and Loaders
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内 容 梗 概

陸揚および積込設備の対象物は,大別して雑貨とばら物にわけられるが,中でも石炭や鉱石などの工

業原料を取扱ういわゆるはら物の陸揚および積込設備は,その取扱量も大量で,荷役機械もまた状況に

よって各種形式のものが用いられている｡

ここでは主として後者のばら物荷役を対象として,グラブバケット付アソローダの概要と,その陸揚

能力決定の要素を述べ,また最近建設されつつある商用炭埠頭の取扱設備,積込設備およびこれに付随

したカーダソパ,サイドチプラなどにもふれ,計画の参考に供する｡

l.緒

港に出入する船舶は,貯,機帆船の から貨物船,鉱

石専用船,タソカーなどに至るまで,いろいろの種類が

あり,荷役の対象となる積荷も,雑貨や石炭,鉱石など

のばら物,鋼材,石油,セメント 穀類など各種のもの

がある｡

における荷役の方法も,沖荷役,接岸荷役などに別

けることができる｡

工業港においてほ,船を埠廟匿係留して,主として接

岸荷役を行うが,そのおもな理由は沖荷役に比べて,接

岸設備の建設に多額の費用を必要とするが,その反面次

のような大きな利点があるためである｡

1.沖荷役のように天候に災されず,確実な荷役作業

を行うことができる.｡

2.荷役能率が高く,荷役に要する時間を著しく短縮

できる｡ゆえに工 生産に必要な諸原料を安く多量に

確保することができる｡

接岸荷役の場合,埠頭にばら物 用のアン/ローダや積

込機を設備するときにほ,そのおのおのが特長のある能

率の良いものを選ぶべきであるが,それに組合わされる

陸上後方設備,たとえば引込線の配置,ベルトコンペヤ,

貯 設備,貨車卸し設備などについても,十分検討して

総合的に計画されねばならない｡

ここでは主として石炭,鉱石などのばら物を対象とし

た陸揚,積込設備と,積込のために貨串輸 されてきた

ばら物を卸すためのカーダソ′く,サイドチプラなどにつ

いてのべる｡またばら物ではないが,鉄鋼需要の増大に

ともなって要望されてきた行掩鋼材の成晶積込および陸

揚専用の設備についてもふれた｡

2.陸揚設備について

ばら物の陸揚にほ,本船のデリックまたほ港に設吊さ

れたフック付クレーンを利用して,モツコや単索バケツ
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第1図150t/hロープトロリ式アソローダ

トまたはモータグラブによっておこなうものや,モビー

ルクレーンやトラッククレーンなどのいわゆる移動クレ

ーンによるものから,能率よく処理するために機内にホ

ッパやコンベヤなどを内蔵する特殊な構造をもった陸揚

専用機すなわちアンローダ(1)によるものまで瞳々の方法

があるが,本稿では後者のアン′ローダについて

とにする｡

陸揚専用機としてのアン′ローダにも膵や機帆船を対象

とした小規模のものから,商用灰埠頭,火力発電所など

や,最近のように輸入鉄鉱石陸揚設備として計画されて

いる大容量のものまで各種督 であるが,これらの形式

および選定については,本誌別冊4号(2)に掲載の"最近

の火力発電所の運炭設備"を参照されたい｡また大容量

の 石用アンローダについてほ,本号の別稿に詳細に紹

介されているので,ここではごく簡単に説明することに

した｡

現在国内で使用されている石炭および鉱石用のアン/ロ

ーダほグラブバケット付が大半を占めている｡グラブ付
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第2図 250t/h引込クレーソ付アン′ローダ

第3図 250t/h引込クレーソ什アンロ･-一ダ

アンローダほ形の上から

(1) ロープトロリ式

(2)引込クレーン付

(3)マントロリ式

に大別することができる｡

静寂りの場合にほ,能力50～150tノh程度の固定形ロ

ープトロリ式がよく用いられるしっ この形式は機体重昂も

軽く,基礎工事も簡単で設備費がやすくてすむ｡第=図

ほこの形式のアンローダの一例をホす｡

本船を対象とするものにほ,引込クレーン付アンロー

ダが多いが,旋回トロリ式アンローダも川いられてい

る｡いずれの形式もそれぞれ一兵一足があるので,その

優劣は一概にほいいがたいが,対象とする船が本船から

靡まで広範囲に変る場合には100､300t/h程度の引込ク

レーン付アンローダがよく川いられている｡

最近の製鉄所では鉄鉱石の大最輸送が大きな問題とな

ってきて,陸揚設備としても大牢最のアンローダが計両

されており,八幡 鉄戸畑港においては,50,000t級の

鉱石船を対象にした1,000t/hの鉱石アンローダ2台を含

む陸揚設備が完成した｡
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鉄鉱石輸送効 団の報答喜によれ

ば,外国でほ最低1,000t/hアンローダ

で1日に1船陸揚を目標とし,小規模の

ものを数多く据付けるかわりに,大袴量

のものを数少なく据付けて単位岸壁長さ

あたりの能力を増大し,碇泊日数を短縮

するように計画されていること,大容量

のものほほとんどマントロリ式アンロー

ダが用いられていることが報告されてい

る｡またわが国でも鉱石 用船ほ最低

15,000tから21,000t.級以上のものを採

用すべきことがあげられている｡

わがl■一郎こおいても今後ほ専用船を対象

とする場合,船内の見とおしが良くて荷役能率が高い高

速大容量のマントロリ式アン/ローダが続々採用されるこ

とになるであろう｢｡

2.1アンローダの陸揚能力

アン/ローダを計画するとき,その陸揚能力の決定i･こは

(a)その埠頭における年間取扱量

(b)接岸した船を何時間で揚げおわるか

の2瓜から決まるが,一般にアンローダやクレーンの称

呼として川いられる能力は,公称能力であり,1時間当

りの公称陸揚量である｡

公称能九…‥その埠頭に入港する船の中で頻度の多い

船を対象として,その港の平均水位で船の中心から既定

の位置までの間を荷役する平均コースを仮定して,1回

の荷役に要する 間≠sec.,を′ミヶソトの公称掴み量を

lyt,1時間当りの公称能力をQt/hとすれば

第4岡1,000t/hマントロリ式アンロー一夕
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lア×3,600
t/h

備 に つ い て

で表わすことができる｡

この公称能力はコースを仮定して旧した理論計算値で

あり,アンローダの実際の能力を表わすものではない｡

ゆえむこ年間取扱量をもとにしてアン′ローダの所要公称

能力を求めるにほ次のことを考慮して決定せねばならな

い〇

着船率……船が年間に実際に接持している割合で,こ

れは地理的や季節的な条件により,配船の状況から決め

られる

るものである｡

る(〕

J.l

り,この数値ほその港の計耐こより決ま

船率を り･1とすれば次の式で表わされ

年間の接岸日数
365

稼動率……アンローダの正味運転している時間rlと

労務 の就業時間T2との比で,正味運転時間とはアン

ローダが荷役している時間で船の移動,‡等申の入れ棒え,

バケットの取替,小運搬機械の持込や備州点検修理など

に必要な時間を除いたもので,稼動率を仁臣 とすれは次

の式で わすことができる｡

ト
ト
一

二1-

通常この稼動率ほ0.5～0.9程度である∪

注:アンローダの場合陸揚車と称したこともある

が,クレーンの場合と同じ名称に統一---･し稼動

率と攻めた｡

作業能率… 際の陸揚作業でほ,荷役が進むにつれ

バケットのコースは刻々に変り,そのため毎回の所要時

間ほ変動し,さらに掴み童の変化や,運転L主の熟練度,

疲ガ度,船内かき据せの状況などによって,実際の作業

能率は公称能力よF)低下する｡作業能率ほ果際作~業能力

Qlt/hと公称能力Qt/hとの比で表わされる〔1

通常この作業能率ほ石沢の場合状況で大いに搾るが

0.6､0.8程度である｡

次に年間取扱量をAtとすると

アンローダの所要公称能力臥は

¢d=
365×T2×rlXち･2×ヤ3

t/h

また接岸した1船のみを対象とLて,1船の積荷の量

をかtとし1日にr2 問で荷役し 乃目かかって完了す

るものとすれば,そのときの所要公称能力Q/ブは

¢β=-テ;一元示寺請吏･;--t/11

で表わされる｡
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以上で求めた吼lまたはQβほ,その埠頭の所要公称

陸揚能力である｢〕したがってこのQAまたはQβをもと

にして,入港船舶の大きさを考慮して,アン′ローダの台

数を決めなければならない｡

台数を決めるときに,大形船を対象に 役する場合,

1笠に対して2台以上のアンローダがならんで荷役にか

かることが望ましい｡また先に

ソローダを数少なく設備したほうが

たように大容量のア

済的に有利であ

る｡

ここでさらに注意すべきことは,アソローダの荷役条

作が良いときにほ,公称能力を上阿る般大能力を出す場

合があるので,後方コソべヤなどの関連設備はこれに耐

える能力を持っていなければならない｡

2.2 グラブバケット

グラブバケットは,その坂放物により各種の形式があ

り,相手の船の･人きさによりおのずからその大きさが決

まるから,その選定には,特別な考慮が必要である｡.

たとえば対象になる船が小さい場合には,グラブバケ

ットの大きさに制限をうけ,バケット牢量を大きくして

もその甜斜こ実能力がでないことが多い｡一般に300t

級の晰こ対してほ2.5t掴み,1,500t級の船に対してほ

3.2t掴み和通が適しているようである｡膀放りと木船取

りの場合が併用されるときにほ,その船の大きさによr)

バケットを取利,また扱物が数桂にわたるものでは,こ

れi･こ応じたバケットを備えることが必要である｡この取

梓ほローブジョイントの採用により 簡 ことがで

きる｡

鉱石用バケットでは,鉱石のかたまりの大きさにより,

またその粒塩分布の状況により掴み量が著しく変る｡す

なわち粉鉱の中に多少,大塊がまじる場合とそのかたま

りと同じ大きさの塊鉱ばかりの場合では,同じノミヶット

での掴み晶は人幅にかわる｡最大かたまり,平均かたま

りの大きさ,その粒度分布,比重などが決定的な要

なる｡バケットの用途も大塊川ミ･こポリップ形,比較的かた

まりの大きいものでほl】僧形,粉鉱榔こは普通形などと,

適当なバケットを川いねばならない｡第5図はスクラッ

プや大塊の鉱石を扱う特殊形ポリップバケットの1例

で,爪の部分が川手に止ミじて自由に動き,取扱物の間隙

にうまく食いこみやすく,能率よく荷役を行うことがで

きるものである.｣

一品一般に船底のばら物荷役の際には,相当に荷役能率が

低下する｡このため人ノがこよるかき寄せ作業が行われて

いるが,この作業け含土田ヒのため,鼓近では船内かき

せにロッカ←ショベルや′J､形ブルドーザによる機械化が

採川されており,グラブバケットも特殊形のトリムパケ

ットが採用されてきた｡一般のバケットではかき
せに

は不適で,特に口の開きの大きい,トリムバケットがか
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第5図 ポリップ形グラブバケット

第6図 2.5m3トリム形グラブバケット

せに鼓も適している｡第d図は日立製作所が製作し,

川崎製鉄株式会社千葉発電所アンローダで使用されてい

るトリムバケットの船内荷役状況を示す｡

3.商用炭埠頭荷役設備

商用石炭受入れの埠頭設備は,製鉄所,火力発電所,

化学工場などの陸揚設備とともに,わが国におけるばら

物陸揚設備の中で,規模の大きいものの一つである｡し

かしこの場合ほ,取扱われる石炭の瞳 がきわめて多く,

商用であるため炭質をそこなうことほ極力避けねばなら

ない｡一般に火力発電所などの工業港設備に比べて以上

のことが根本的に異なる点で,数多くの炭瞳を区別して

置くために,貯 場の利用率も低く1～2,5t/m2平均を示

している反面,貯炭場の回転率ほ年に10､12国程度でき

わめて高い｡その計画に当っても,地形,取扱量,辟へ
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第7図11t旋回マントロリ式橋形クレーン

第8図150tノh引込クレーン付橋形クレーン

の積替量,貨車積,トラック積などの割合による条件を

程々検討して最も経済的な形式のものを採用しなければ

ならない｡その経済性は,普通人件費,動力費,修繕費,

利子,固定資産私設備償却費などの経常費*

を取扱物の総量で割った COSt/tonによって比較検討さ

れている｡

その代表的な例として,(1)陸上,貯炭,払出兼用機

で行うもの,(2)アンローダと後方設備の組合せによる

ものとに分けて実例について説明する｡

3.1陸揚払出兼用機

石炭陸揚設備には1台のクレーンで陸揚,貯於,払出

の多目的の荷役を行う機能を持つ兼用機が数多く用いら

れている.｡

クレーンの種 もマソトロリ式橋形クレーンや引込ク

レーン付橋形クレーンなどで割合スパンの長いものが多

く,スパンの内側に貯炭を行う形式である｡第7図は旋

回マントロリ式橋形クレーンを示し,第8図は引込クレ

ーン付橋形クレーンを示す｡

前者ほ,割合単純な構造でありマントロリの巻上,横

行により,陸揚,払出を行うのに反し,後 ほ機内にべ

* 相聞氏薯 荷役および運搬機械:共立出版機械工

学講座6-C昭32.11
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ルトコンベヤを持っているため全体の構造はやや複雑で

あるが, いマントロリの高速度の開放的な横目

運動に対抗して,連続自勺なべルトコンベヤを用いている

点が合茫掴勺である｡

しかし両機種とも陸揚,貯捉採炭ともにルー･のクレー

ンで行うことができて優利なは面,陸虜と弘=を同時に

おこなうことができない｡.また陸揚する場所と貯沢する

場所が同一繰上になく,陸脚寺の船の位四にた右される

ため陸揚後ある程度の翫替作~業を必要とする場合があ

る｡しかしこの域 含 にコンベヤを淀らせること

により,その欠点を補うことができる｡

3･2 アンローダと払出し設備の組合せ

最近各地で J℃るー∨てれさ几又

一
ご
ロ

のは,陸揚げならびに貯災を別

個の機械で処理しているものが

多くなってきた｡

アンローダとしてほ通常引込

クレーンが用いられる.｡貯炭場

にほ各種の小形クレーン,スタ

ッカ,コンベヤカなどがベルト

コンベヤと組合されて設備され

る｡これは前項でのべた陸揚

げ,故山兼用機に比べ,設備葉

がやすく,受入と払肛神佑･エに

おこないうる利∴1i-こがある｡

最近トラック輸送による払出

が多くなってきたため,ショベ

ルカーやモビールクレーンなど

の機動性に富む移動荷役磯棋の

採用が多くなってきた｡

しかしこの場合貯炭場内を移

動枚械が走るので,それだけ有

効貯炭面積が少なくなるから,

この点を考えて計画しなければ

ならない｡

弟10図は清水港に設;1三一己され.

た石択取扱設備を示す.｡この設

備ほその年間取扱違約30万トン

にも及び,受入と払出を任意に

おこなうことができ,かつ設備

をやすくするよう計画された

もので,引込クレーン付アンロ

ーダ,高架コンペヤ,コンベヤ

カと移動荷役機とを組合せ,ア

ン′ローダの能力240t′′h.i;■fl架コ

ンベヤおよびコンベヤカは300

t/hの能力を有している｡喜封Ll

須9惇l貯炭場における移動機被の通路

第10図 清水港石炭取扱設備配置周(一期工事分)

訂亨11図 240t/h引込クレーン付アンローダ
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機としてほショベルカローダ37こ㌻が仲川される_ このア

ンローダほ引込クレーン付であるが,輪屯を軽くするた

め非旋1･うl形とL,〕び転効率をあげるために巻上げ,引込

みにほワードレオナード制御力式を採用している=J

4.積込設備について

港動ここわける積込設備としては,石炭,鉱一手などのば

ら物を対象とするものと,各種製品,雑貨を対象とする

ものなど各種の形式のものが考えられるが,雑貨荷役に

ついてほ,別稿に紹介されているので,本稿では主とし

て,ばら物の積込設備と,多少本論から斬れろが特殊な

積込川クンーンとして長物を積込む橋形クレーンを紹介

する

4.1ばら物積込設備

精込設備の計iFl~Iにあた〔てほ,も■モ込むべき取扱物をど

のように準備Lておき,これをいかにして短時間に船積

するかによって漬込機の形式とその容_吊二か決定される.二

たとえばイ｢炭を取扱う場合その経路としては,

1.貨車からのIF_l二接船積み

2.埠頭に設けた貯炭場からの船積ネ

3.賃車からと貯炭場からの併用

以上3種が考えられるれ1の場合ほ,炭坑から集荷

したイ｢炭を貨車積みのままで.軋頭に運び,この才子操を船

に面接積込む方法で,中間に貯炭場を持たぬために,配中

計画と船舶の入洛汁画が適切でないと,貸~弔および船舶

の停滞を隼ずる椚果となる｡積込設備としては,積込槻

とカーブソノミ,サイドチプラ,ベルトコンベヤなどの組

合せがふり,斗■‡味な例としてほ,舞12図に示すように

コンテナ式積込傾がある.二 この積込機ほ国鉄丹紬㈲こ設

備されたもので,高架桟橋上にあげられた賃中より,高

架~卜のコンテナに移し,積込機により‖上げ積込む方式

である､ノ能力は450t/hのものである..1

2およじご3の〟式は,わがロ毒lでも一一般的のもので,貯

根場が陸上と海上輸送の緩衝部分となF),常に｢∫川i■な積

込作業を行うことができる,すなわち入荷と積込を別々

に行いうるから,船が入港すればただちに積込作業が始

まり,入荷捉種に無闇係に任点の炭櫨を随時積込むこと

ができる_.ゆえに取扱品橙の多い商用港においてイ挿Jで

あるし.しかLながら積込能ノ]ほ貯炭場の払=機械の能力

に支配され,機械設備が前者に比べて増加するのはやむ

を得ない二

一般に貯炭場と積込機はコンベヤで連絡され,積込機

としてほベルトコンベヤ式のものか多く使用される1〕貯

炭場機械としては各穐の橋形クレーンまたほスタッカ,

リグレーマの組合せなどが便川~jされ,最適の傾向として

はスタッカ,リクレーマによる方式が設備 の点カゝら多

く採川されている._.しかL取扱駅掩の多い場合は橋形

18
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第121¥1450t/hコンテナ式ローダ

第13匡†200t/llベルトコンベヤ式日一ダ

第14図 500t/11l一目定形ローダ

クレーンや引込クレーンなどのグラブバケットによるも

のがイj◆利である_ 第13図は唐津港に設問された能力

200t/Ilの積込設備で,マントロリ式橋形クレーン,高架

コンペヤ,走行形のベルトコンベヤ式積込機より成る｡

室蘭,′日華叩三蜘こは州転式カーダンパが設備され,

から船積みへの子†炭を900りhの能ノ｣で,まかなってい

るれ カーダンハについてほ後述する､_.

また貨車卸悼ッバ~~卜のベルトコンベヤを経て,固定積
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込機による鉱才一沌至込設術能力500t/hの

もの2台を設備した例があるし′ 第14図

ほこの設備を示すが,本機ほ囲ぷ形のた

め解のノ､ツチの任意の位置に重責込めるよ

うに積込機のブームコンベヤほ,走行砥

込機と同様腑仰する外i･こ伸縮および旋州

をする構造であり,2台は30111の間隔

で設関してある｡

一般に固定形の積込機は船に対して旋

回およびブームの引込運動の組合せで,

ー
一
志
童
1
ト
｣
責
牢
-

胡〃

行しない欠点を補っており,基礎典などは走行形に比

備 に つ い て

///､1=二二_上さゝ

童･〆′/撃讐甲｣ミ･:L】

｣___三こi≧-､J主=ヂ､

1＼､.∫･i_

第15図 15t-アントロリ式漬込械
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一一

冊㍗購

べてほるかに安いが,場合によっては船の移動を必要と

する欠瓜があるt-､国定形,走行形ともにベルトコンベヤ

式が多いが,ともに潮の溝十の亮窯灘の硫荷の状態(･こ合

せて能率的に偵込むた裾二,ブームほ僻仰する構造を採

川し.ている｡

4.2 長物積込用クレーン

鋼材やレールは--･般雑貨荷役とゴー主なり,特殊の形状の

クレーーソが川いられる場合が多い-〕本項でほぼら物荷役

と多少趣がかわるが,積込機に開通して良物種込mクレ

ーンについて簡判こ説明する｡

銅材の積込でほ,鋼材の抵研が多穐多様であり,その

荷姿や大きさが著しく変ることが特長で,そのいずれに

対Lても十分な機能が発揮できるように計画されなけれ

ほならない鳥溝板や小形鋼材ほ,ある程度梱包されたり

折火されたりLているれ 大形銅材や鉄板ほ,そのまま

の嬰で取扱われ,長さほ板難で10m,形鋼放では1(ト14

m,レールほ25m物などが多く､~巾二さは1tから10t以

H÷通するものもある.-.

荷役方式も製鉄所では鋼材倉庫から丹直椚まで,貨車で

運び漬込クレーンによる舶杭が多十.したが/)て漬込機

としてほ榊を開き夫物を取扱やすいように.設一汁さかた｣､!≠

川の橋形クレーンが多く仲川されているり 桐包し′たもの

や長さが比較潮路山､ものは,簡叩･に取扱うことができる

が,長物の取扱には問題があり一般にフ､ソグビームを研

川することが多い二.フックビームに取付けられたフック

ほ,取扱物の長さが変化しても荷役できるように,移動

形とするか,数多く取付けてある｡なお上ミ物をせまいノ､

､ソチを通して積込むことほl相邪であるからフックビーム

を任意の位閏で低けて,ハッチの通過を容易にするた耳〕,

巻I二機偶には偵転できるように特殊な機構を採皿してい

る(二:その美例として舞15図は,巻上能力15tをイユ`する最

形のマントロリ式積込機をホす._J本機の海側と脚のス

パン内におのおの引込線があり,貨車積されてきた脊積

の鋼材はこのクレーンで船積される｡フックビームほ∠ニ

イ利こおのおの30度偵転することができ,14nlまでの長

物は,スパン内から,脚を通って船積することができる

第16図 15tマントロリ式積込機

第17岡 特殊ア ンロ
ー

ダ
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が14m以上のものは海側の引込舘に入れて脚を通ら

ず,直接船積する.二 また特殊な例としては石炭や鉱石な

どのばら物専用アンローダのグラブ/てヶソトをフックビ

ームと1反替えてアン′ローダを長物積込機として使用でき

るように計画された例もある｡第17図はこの形式を採

用したアン/ローダで,後尾のシープを移動させることに

よって偵転を行うことができる｡

5.貯蔵場用貨車卸し設備

大量の石炭,鉱石などを貯蔵場に陸送して,それらを

船積みする場合にほ, ら物を卸すために,

トラックホッパ上に貨車を引込んで,貨車の側板や,底

板を開いて卸す場合と, るす山放を味正せさ転傾を

ものとあるが,憤転するほうが詰りも少なく,はるかに

能率がよい.｡

カーダンパ,サイドチプラは貨車を憶転するために用

いられるが,数名の操作員で多長の貨車を処理すること

ができる｡

本磯の形式もいろいろあるが,その設備計画にあたっ

てほ次の事項に注意することが必要である｡

a.】涙扱物と取扱量

l〕.取扱われる貨車の形式

c.1日の取扱貨

d.貨串の滞留時間

e.

慕および平均配車数

作方法および引込線の配置

f.地形

すなわち相手が賃率であるために貨車の種 に応じた

機僅を選ぶことが必要で,また各種の賃率が配車される

場合には,その中の最大のものを対象にしなければなら

ない｡

現在,日本 有鉄道所有の最大のばら物用賃率はトキ

15,000形で積載荷重35t,日

わが

約15tである｡

鉄室蘭と小樽埠頭にカーダンパが設備さ

れており,サイドチプラも最封王多数製作されているが,

木板は化学工場やセメント工場などで原料貨車卸用とし

て処理能力は1操作6分から10分で,300tノh程度まで

のものが数多く川いられている｡

これ以上の能力を要求されるときには通常カーダンパ

か用いられる｡

5.】 カーダンパ

わが国では室蘭と小樽の埠頭におのおの2台あて設備

きれており,1台で毎時30両の賃率をゆうに操作する

能力を持っている｡

カーダンパから放出された石炭は下部の大形ホッパ,

エプロンコンベヤを経てベルトコンベヤで積込機まで運

ばれるが,この下部設備や操 上のために,カーダンパ

ほ高い位置に折付けられている.｡貨車をカーダソノミまで

日立評論別冊第30号

第18図 900t/11回転式カーダソパ

第19囲 二1
-

/レ

押上げるにはカーダソパ専用のミュールが用いられ,カ

ーダソパとミュールは一組となり荷役作~業を行ってい

る｡

/㌢,カーダンパの動作について簡単に説明すると,カ

ーダンパ前の上り勾配線には,貨車繰の内側にミュール

専川のレールが敷設されている｡このレールの敷設には

特別の考慮が払われており,またミュールの車輪の特殊

構造とあいまってミュールほ貨車を勾配に沿って抑上げ

るときには,賃率の辿結器を抑していくが,賃率をカー

ダンパ内に押込んでからふたたび勾配を下り,もとの位

置にもどるときには,坂の に待機している次の貨中の

下のピット内を通り貨申の後方にでて,ふたたび勾配を

蔓るときには,今くぐり抜けた賃率を押上げる動作を行

う｡

エールによりカーダンパに打込まれる貨中は,クレ

ードル内こはいる際に,すでに石沢を卸した空中を抑H

Lてカーダンパの始動を待つ｡カーダンパはまず貨車を

_ヒプ了からクランプしながら回転を始め,155～165度回転
して踏車内の石威を皆放出し,引続き逆転して正常の位

Efぎ更にもどり貨車のクランプを解除して,次の石炭を積ん

だ賃率がくるのを待つ｡この動作が振返し運転される｡
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貨車のクランプに入力を要せず,重心付近を丹心にし

て回転するため動力の汀憎も少ない__!また【二l動的に運転

されるから,多ぷこのばら物の日中卸Lを能率よく行うこ

とができる.｡貨車は廉｢用き式のものが川いられ,万一一一故

障のときでも賃中の底を閃くことによr),ホッパに直接

ポ根を薄すことがでざ漬込に支障がないように配慮透れ

ている1

カーブンパの動力㈲よ交流であるが,
!_-ルを運転

するミュー巻上機はワードレオナードカ式を採用L.,完

全なフ｢ログラム運転を行っている

5.2 サイドチプラ

本鰍よセメント工場,化学工場などで原料の賃率卸し

に肌､らjtでおり,ハソプヤードやミュール巻などの特

殊なぷ備を必要とせす,カーダンぺこ比べて簡易形で,

設備班はほるかに安し､し.L′かL′カーダンパに比べるとpi

転角珪甘イ､さく,Ⅰ打抜物により異なるがその何度は50度

前後であり,矯申のクランプに人力を必安とする｡

一一般に傾転の方法により,(1)その場回転式と(2)持

上式とに大別されるか,~前署ほ動力班ほ少ないが卜郁に

碩卸しホソ′くがくる隅㍊となり,調こナi･こ甘礎を深く鋸る

必要かぁり,基磯風恨闇庸となる｡後者ほ動こ動力費ほ

高いが,ばら物を退く側却こ放Ⅲするので基礎班も安

く･バケットf｣`クレーンで処理する場合碇ほ便利な構造

である..｣

その納車二際しては仁地形や地ド水などの拭提案作

チプラからあとの荷役の方法,たとえばべ/しトコンベヤ

バケット付クレーンのいずれで処理寸るかなどを考え,

その形式のいずれを選ぶか皿惧和二考慮されねば太らな

い.=

二i… ･払

､

実用新案第474532号

新 案 の

ン ド

二の考案は制悌川=1の端部令共3と制動帯1′ の端部
金共J

結し,

に

/⊂

侶希Lた把~r5とを連結粁7および/ミネ8で連

の把手にストソ/こ6,6′と移動できるようにL.

た重錘9とを取り付けた構造な特長とする

.亡∴と

ネのノJ,把手佃緋を合机 の屯tl_与二,その重心とb

の距軌 b点とC′rlりごよぴc点とa∴ト､(との軋雅など

を適1に選定すれば,/ノが小さい(~60度以下.)ときiこほ下

力向の力Mlほlニノノ向の力M2より人となるからブレー

キを約めつけるように働き,〃がノ(きい(60度以｣二)と

きにほ下ノノ向の力Mlほトノノ■向のノバ恥より小となるか

らブレーキをゆるめるように働く､.Lたがって操作する

人がその変換点を上~Fいずれかのノノ■向に移動させ,わず

かの手動力を加えたJ)械じたりする

ブレーキを締めたりゆるめたりする

最小の労力で最大の効来をおさ某る

とによって容易に

とができるから,

とができ 匂しノ

(野村)
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設 備 に つ い て

第20図 サ イ ド チ プ ラ

第20図はピンノラック式の持上式サイドチプラの例を

示す｡

貨車を撲申するには,キャプスタン,エンドレス巻.

ジーゼル機関1-iミなどが用いられているこ

■

る.結 白

木稿ではニトとLてばら物の陸揚げおよび積込設術につ

いて述べたか,港溝荷役の問題は産~莱の発励こ結びつい

り,その荷役作業も経済的にイj~利な

絨化の方向に進み,能率の良い脊程の上紬′l荷役機械が次

々と新設されており,荷役磯潮の′ご需要はますます盛んに

なってきている｡本稿が荷㍑機偶の計ド如こいささかでも

参考になれば辛いである｡

なお火力発電所や製鉄所などの専乱埠頭における荷役

設備については,別枯の"貯根,貯鉱甥における荷役設

備りを参照されたい

紹 介

レ

井 上 ･ ミ:しl. 1 ⊥.




